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〈目指す学校像〉 

～そこに美がある～「挨拶・清掃・歌声」を大切にする学校 

          

                         

 

 

 

 

 

 

川越市立大東中学校  《第５号》 令和 5年 7月 21日    校長 田中 晃 

【学校教育目標】「心豊かで 自ら学ぶ たくましい生徒」 

校訓  協同 ・ 進取 ・ 愛情 

 

蝉時雨 
1学期の終業式を迎えました。今日までの 71日間の学校生活、生徒の皆さん 

はどのように過ごしてきましたか。学級での振り返りや成果と課題など、それぞ 

れにまとめを行ってきたと思いますが、ぜひ、自分自身の学校生活、家庭生活を 

振り返り、総括をしてみてください。 

この 1学期、体育祭をはじめ大きな行事やさまざまな活動がありましたが、ど 

の学年も落ち着いて授業に取り組む姿や、黙々と清掃に取り組む姿、廊下ですれ 

違っても大きな声で挨拶できる姿など、それを当たり前のようにこなしていたこ 

とがとても印象的でした。 

4月初めの対面式で生徒会長から３つの伝統として、「挨拶」「無言清掃」「歌声が響く学校」と言

ってくれましたが、一人ひとりがそれをしっかりと意識し、実行してくれています。また、委員会活

動や部活動にも真剣に取り組み、大東中生としての自覚と誇りを感じることができて素晴らしいと

思いました。仲間との関わりをはじめ、学び合い・鍛え合い・認め合いをとおしてお互いが大いに成

長してこれたのではないかと思います。 

１年生では中学校の生活を理解し、大東中生として向かうべき方向に少しずつ向かっているよう

な印象で、1年生としての頑張りが伝わってきます。今後の課題として、お互いに尊重し合い、協力

して高め合ってくことを大切に、一層成長してくれることを期待しています。 

２年生は、ここで多くの部が 3 年生からバトンを受け継ぎ、2 年生が中心となって日々の活動を

進めていく立場となりました。部活動の目的と目標を明確にして、皆さんの力でよいチームを作り、 

心と体を磨いていってほしいと思います。さらに、先日の校外学習では自覚と責任と行動力が高まっ

たと感じる場面も多く、確実に成長しているなと思いました。2 学期から 3 年生に代わり大東中の

柱となっていくことも増えてきます。ぜひ活躍を期待しています。 

さて、３年生は生徒会活動や部活動など様々な場面で最上級生として学校全体をリードしてくれ

ました。部活動では文化部のコンクールや県大会などが残っている人はいますが、この夏休みから進

路実現に向けて大きく動き出していきます。今後、自分はどうしたいのか、進路希望を早い時期から

考えて、さまざまな可能性を探っていくことが大事です。もちろん中学校卒業後だけでなく、将来の

夢や希望を大切に保護者の方とも一緒に考えてみてください。学習面では自主学習を進めていくこ

とが必要です。夏休みの限られた時間を有効に活用していきましょう。進路実現への夏は、自分の目

的意識と強い意志で、学習面にどれだけ自分自身に勝てるか、が大事です。 

明日から 39日間の夏休みに入ります。実に 1カ月以上の休みとなりますが、中学校時代の 3回

しかない夏休みは学年ごとにその意義、目標設定も異なります。自分にとって、「今年の夏休みはこ

れをやる！」といった期待と楽しみの気持ちを込めて、一人ひとりが自分のために貴重な時間を使っ

てもらいたいと思います。それにはまず健康第一、規則正しい生活リズムを保つこと。そして自分自

身の命と健康を守ること。夏休み中、実際の生活やインターネットの世界でも、自分を守れるのは自

分だけです。皆さんが元気で希望に満ちた姿で２学期のスタートを切れるよう願っています。 

❖オープンスクール（学校公開日）を実施します❖ ☞保護者メールでお知らせしました 

 日頃の学校の様子をご覧いただける機会として、保護者の方を対象にオープンスクールを実施します。

以下の日程でご都合のつく時間がありましたらぜひこの機会にお越しください。 

【9月 12日（火）、14日（木）、15日（金）】 3校時～5校時（14 日は清掃、帰りの会、部活動を含む） 

★参観に当たっては希望日時を参観申請フォームに入力していただく事前申請にてお願いします。 

夏の暑い日、セミが一斉に鳴く音は、降ったり止んだりするにわか雨のように

感じます。このような情景を指して「蝉時雨」（せみしぐれ）と言います。セミの

音を時雨に見立てて風情を感じさせる日本の言葉、とても美しいと思います。 

夏休み、周りから聞こえる音や吹く風にもちょっと感性を働かせてみましょう。 


